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間は、毎月 1 回 1 時間程度である。係わり合いの期
間は 2014 年 4 月から 2016 年 12 月であり、現在も






































る問題を行ったのは 2014 年 7 月、2016 年 2 月、7 月、











































































































































　2015 年 3 月にこの提示法を始め、翌月には Vr が
「1－（3 × 3）＝ 8」と式を書いたため、係わり手が
大きい方から小さい方を引くことを伝えた。その後、


















































































さが 12cm であり、正方形の辺は 4 つあるが、正方
形の面積の公式は「一辺の長さ× 4」ではないと言
う。また、正しくは「一辺×一辺」であること、「12






























際に Fig. 3 のように教材①のマグネットを動かす。
係わり手はその説明を受け、分割した部分を指で指










　Vr は、問題を見て少し黙って考えた後、「3 × 4－
2＝ 10」と書く。どう考えたのかを尋ねると、プリ
ントに書かれた図形に補助線を引き、複合図形を縦
の長さが 3cm、横の長さが 4cm の長方形にする。
係わり手が式の「－ 2」の部分に赤線を引き、縦の
長さが 3cm、横の長さが 4cm の長方形にした場合
に欠けている部分を赤ペンで塗りながら、「じゃあ、
この『－ 2』がここ（塗りつぶした部分）かな？」

























　2015 年 4 月 17 日、教材①を使って真ん中に穴が











































　Vr は問題①を「3 × 3＝ 9」と求め、問題②を「9
÷ 3＝ 3、3 × 2＝ 6」と書く。問題②について、
係わり手が「9－ 3＝ 6」ではないかと指摘する。
係わり手が「9 ÷ 3＝ 3」について「このさっきの
問題（問題①）を使ったの？」と聞くと頷いたため、
係わり手がもう一度問題①の形が作られたホワイト
ボードを提示する。Vr が「9 を 3 で割る」と言った
ため、係わり手が 3㎠ずつの塊に分けた。すると、
Vr は紙に小さな正方形が 3 つ横に連なっている絵
を描き、その隣に「× 2」を書く。M が「今求めた
いのは、3 つずつ分けたうちの二つだから、3 × 2
＝ 6 ということ？」と補足する。Vr がうなずく。
〈エピソード 7〉
　2016 年 10 月 27 日、紙に書かれた問題に取り組む。
問題は、縦が 4cm、横が 5cm の長方形の真ん中に
一辺が 2cm の正方形の穴が空いている図形である。




が「どうして 5cm－ 1 で 4cm なの？」と尋ねる。
すると、Vrは「4 × 5＝ 20じゃないですか。それに、
ここ（真ん中の正方形を指さす）が 4㎠」と言った
ので、係わり手はプリントの余白に「4 × 5＝ 20」
と書く。Vr がその式の下に「－ 4」と書き、さらに
その下に「4 × 4＝ 16」と書く。それを見て、係わ
り手が「分かった。4 × 5＝ 20 なんだけど、ここ
（真ん中の正方形の穴を指さす）の 4㎠をひくから、
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